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南海トラフ地震と震源域南海トラフ地震と震源域

南海

東南海

東海

東海東海

8.08.01946/12/211946/12/21昭和南海地震昭和南海地震

7.97.91944/12/71944/12/7昭和東南海地震昭和東南海地震

8.48.41854/12/241854/12/24安政南海地震安政南海地震

8.48.41854/12/231854/12/23安政東海地震安政東海地震

8.68.61707/10/281707/10/28宝永地震宝永地震
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震度データ震度データ

日本電気協会資料（宇佐美・大和探査ら）日本電気協会資料（宇佐美・大和探査ら）

　　江戸時代（震度判定表に基づいて被害から　　江戸時代（震度判定表に基づいて被害から
評価）　⇒宝永・安政評価）　⇒宝永・安政

気象台震度気象台震度ーー地震震度調査表地震震度調査表 （宇佐美・濱（宇佐美・濱
松ら）　⇒昭和松ら）　⇒昭和

776+6+66--5+5+55ｰー443322110019961996年～年～
VIIVIIVIVIVVIVIVIIIIIIIIIIII0019491949年～年～
烈烈強強中中弱弱軽軽微微19261926年～年～
烈烈強強弱弱微微18851885年～年～



17071707年宝永地震震度分布年宝永地震震度分布

震度5以上

震度６強以上



震度５以上の領域震度５以上の領域

宝永
安政東海
安政南海
昭和東南海
昭和南海

宝永６強以上

宝永・安政
６強以上



解析フロー解析フロー



南海トラフ地震の震源断層モデル南海トラフ地震の震源断層モデル

断層深さはBaba(2002)に基づく



19461946年昭和南海地震震度分布年昭和南海地震震度分布

震度5以上



19461946年昭和南海地震年昭和南海地震

震源（☆印）は橋本・菊地（1999）



南海トラフの地殻構造南海トラフの地殻構造
　室戸岬沖の海山　室戸岬沖の海山



室戸岬沖断面室戸岬沖断面



四国東端の低速度層四国東端の低速度層

P波速度構造

Kodaira et al.(2002)



津波インバージョンとの比較津波インバージョンとの比較

プレート境界低速度層

震度インバージョン

震源（☆印）は橋本・菊地（1999）



19441944年昭和東南海地震年昭和東南海地震



津波・強震動インバージョンとの比較津波・強震動インバージョンとの比較

強震動からのすべり
（Kikuchi et al. 2002）



19441944年昭和東南海地震震度分布年昭和東南海地震震度分布

震度5以上
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